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歴
史
文
化
遺
産
を
活
か
す

　

先
月
、
11
月
13
日
に
中
央
公
民

館
で
『
地
域
が
育
む
景
観
ま
ち
づ

く
り
～
伝
え
て
育
て
る
神
埼
・
吉

野
ヶ
里
の
風
景
～
』
を
テ
ー
マ
に
し

た 

“ 

景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

” 

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
景
観
に
も
有

形
と
無
形
の
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
全
国
の
自
治
体
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
（
自
然
や
歴
史
、
風

土
）
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と

に
懸
命
で
す
。
神
埼
市

に
お
い
て
も
町
の
活
性

化
、「
元
気
か
ん
ざ
き
」

を
目
指
し
、
市
民
一
丸

と
な
っ
て
の
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
す

る
次
第
で
す
。

　

町
の
活
性
化
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い

ろ
な
考
え
方
や
取
り
組

み
方
が
あ
り
ま
す
が
、

神
埼
市
は
自
然
と
歴
史
と
文
化
遺
産

に
富
む
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
こ
の

た
め
神
埼
市
は
、
自
然
と
歴
史
と
文

化
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
平
成
22
年
２
月
に

「
神
埼
市
歴
史
文
化
遺
産
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

そ
の
基
本
理
念
は
、「
神
埼
市
に

市
政
の
課
題
を
考
え
る

市
長　

松
本　

茂
幸

地
域
活
性
化
と
王
仁
天
満
宮
の
ロ
マ
ン

伝
わ
る
自
然
と
歴
史
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
大
切
な
資
源
と
位
置
づ
け
、
市

民
が
そ
の
価
値
を
認
識
・
共
有
し
、

神
埼
の
誇
り
と
魅
力
を
培
い
、
未

来
に
伝
え
て
い
く
。
そ
し
て
、
人
づ

く
り
と
豊
か
な
環
境
と
景
観
を
守
り

育
て
、
市
民
が
愛
着
を
持
ち
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
」と
し
て
お
り
、大
き
く
次
の
３
つ

の
基
本
方
針
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

一
、
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
人

を
育
て
る

二
、
水
と
歴
史
が
織
り
な
す
、
豊
か

な
環
境
と
景
観
を
守
り
育
て
る

三
、
人
が
行
き
交
い
、
活
力
あ
る
地

域
を
育
て
る

王
仁
博
士
生
誕
地
と
の
交
流

　

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
神
埼
市

内
に
数
あ
る
歴
史
文
化
遺
産
を
掲
示

紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
竹

原
地
区
の
鰐
神
社
（
鰐
大
明
神
と
熊

野
三
社
が
御
祭
神
）
の
境
内
に
あ
る

『
王
仁
天
満
宮
』
に
係
る
歴
史
ロ
マ

ン
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し

ま
す
。

　

そ
も
そ
も
日
本
の
文
字
文
化
は
、

中
国
大
陸
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
と

言
わ
れ
、
日
本
書
紀
や
古
事
記
に
そ

の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
伝
搬
経
路
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
不
明
で
す
が
、
今
日
、
韓
国
の
全

羅
南
道 

霊
岩
郡
出
身
の
王
仁
博
士

が
千
字
文
（
千
個
の
漢
字
）
と
論
語

10
巻
を
た
ず
さ
え
て
、
百
済
時
代
の

国
際
貿
易
港
上
台
浦
か
ら
日
本
に
出

港
し
、
大
和
朝
廷
（
応
神
天
皇
）
の

要
請
に
応
じ
た
も
の
で
、
そ
の
王
仁

博
士
の
墓
所
は
大
阪
府 

枚
方
市
に

あ
る
と
さ
れ
、
毎
年
、
枚
方
市
で
は

出
身
地
で
あ
る
韓
国
霊
岩
郡
の
方
々

を
招
き
王
仁
博
士
の
供
養
が
盛
大
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
機
会
あ
る
ご
と
に
、
王

仁
博
士
が
文
字
を
伝
え
た
こ
と
と
竹

原
の
鰐
神
社
境
内
に
あ
る
『
王
仁
天

満
宮
』
石
碑
が
存
在
す
る
こ
と
に
関

連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
明

確
に
証
明
す
る
も
の
は
今
の
と
こ
ろ

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
『
王
仁
天
満

宮
』
石
碑
が
現
存
す
る
事
実
は
、
確

か
な
こ
と
で
あ
り
、
神
埼
町
竹
原
が

漢
字
の
日
本
上
陸
地
と
考
え
る
と
、

こ
の
こ
と
は
神
埼
市
民
に
と
っ
て
大

変
な
歴
史
遺
産
で
あ
り
、
地
域
活
性

化
に
利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

全
国
各
地
で
地
域
の
特
性
を
必
死

に
な
っ
て
探
し
、
最
大
限
に
そ
の
利

用
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
私
は
、
神
埼
市
は
、『
王
仁
天

満
宮
』
石
碑
が
も
た
ら
す
夢
、
歴
史

ロ
マ
ン
を
求
め
、
韓
国
霊
岩
郡
お
よ

び
大
阪
府
枚
方
市
と
の
漢
字
を
媒
介

と
す
る
“ 

縁 

”
を
ベ
ー
ス
と
し
た

交
流
を
深
め
、
相
互
の
地
域
発
展
に

寄
与
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
前
述
の

「
神
埼
市
歴
史
文
化
遺
産
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
に
マ
ッ

チ
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と

も
っ
と
多
く
の
市
民
に
王
仁
博
士
が

漢
字
を
日
本
に
伝
え
た
こ
と
、
そ
の

文
字
の
日
本
上
陸
地
は
神
埼
町
竹
原

の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
認
識

し
て
い
た
だ
き
、
市
民
が
普
通
に
地

域
の
誇
り
と
し
て
、
こ
の
こ
と
を
将

来
に
向
け
て
守
り
育
て
て
い
け
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
す
。

　

先
月
、
11
月
４
日
に
韓
国
霊
岩

郡
か
ら
金き

む 

逸い
る

太て

郡
守
、
朴ぱ

く 

泳よ
ん

倍べ

郡

議
会
議
長
ほ
か
一
般
の
方
17
名
が
竹

原
を
訪
問
し
『
王
仁
天
満
宮
』
に
手

を
合
わ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
竹
原
で
は

こ
の
時
、
宮
地
好
夫
区
長
ほ
か
30
名

近
い
地
区
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
迎
え

▲王仁博士生誕地である韓国霊岩郡を訪問し、調査研究を重ねています

▲鰐神社境内にある王仁天満宮
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夜の市長室
どんなことでも構いません。
　　　　　皆さまの声をお聞かせください！

　11月の千代田総合支所開催分には、１人が来庁
されました。
○今後の予定

と　き と こ ろ

12月６日（火） 脊振総合支所

１月10日（火） 神埼市役所
18：00 ～ 20：00（１組30 分程度）

　※当日は、来庁順で受け付けを行います。
　※お住まいの地区に関係なくお越しいただけます。

　◎問い合わせ先
　　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

▲「神埼町」の文字が刻まれた霊岩郡の遺跡

ら
れ
、
韓
国
の
方
々
に
大
き
な
感
激

と
深
い
心
の
絆
の
縁
を
も
た
ら
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
言
葉
の
交
流
は

大
変
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、「
感

動
し
た
」、「
感
じ
た
よ
」と
の
地
域
の

方
々
の
言
葉
に
心
の
交
流
は
し
っ
か

り
と
強
く
結
べ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

神
埼
市
で
は
、
市
議
会
か
ら
松
本

を
霊
岩
郡
の
皆
さ
ん
と
確
認
し
ま
し

た
。
金
郡
守
か
ら
は
早
速
来
春
に
私

た
ち
を
招
待
し
た
い
と
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
訪
問
準
備
を

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

漢
字
上
陸
地
と
し
て
の
発
信

　

話
が
前
後
し
ま
す
が
、
私
は
、
王

仁
博
士
の
生
誕
地
を
数
回
に
わ
た

り
訪
問
し
て
き
ま
し
た
が
、
博
士
の

渡
航
経
路
に
つ
い
て
は
疑
問
を
抱
い

て
お
り
ま
し
た
。
従
前
は
、
韓
国
の

王
仁
博
士
生
誕
地
遺
跡
展
示
館
内
の

渡
航
図
に
、
王
仁
博
士
は
全
羅
南
道

霊
岩
郡
上
台
浦
か
ら
出
発
し
、
木も

っ

浦ぽ

港
を
経
て
釜ぷ

山さ
ん

近
く
の
港
に
寄
港

し
、
博
多
港
辺
り
に
上
陸
し
て
近
畿

地
方
に
向
か
っ
た
も
の
と
表
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
昨
年
の
訪
問

時
に
こ
の
渡
航
経
路
は
“
お
か
し

い
”
の
で
は
な
い
か
と
意
見
を
述
べ

て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
当
時
の
百

済
国
は
新
羅
国
と
は
疎
遠
の
仲
だ
っ

た
の
に
、
王
仁
博
士
の
船
団
一
行
が

釜
山
近
く
の
港
に
立
ち
寄
る
こ
と
は

危
険
極
ま
り
な
い
と
思
う
か
ら
で

す
。
だ
か
ら
、
木
浦
港
を
出
た
王
仁

博
士
は
ま
ず
立
ち
寄
る
と
す
れ
ば
済ち

ぇ

州じ
ゅ

島と
う

に
、
そ
れ
か
ら
五
島
列
島
に
向

か
い
、
長
崎
地
域
の
港
か
有
明
海
を

通
り
神
埼
に
上
陸
し
た
と
思
う
の
で

す
。
き
っ
と
そ
う
だ
と
信
じ
て
い
ま

す
。
今
年
８
月
に
訪
問
し
た
際
に
は

王
仁
博
士
の
渡
航
経
路
が
木
浦
港
か

ら
神
埼
町
へ
と
加
筆
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
韓
国
で
は
、
神
埼
市
が
上
陸
地

点
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
表
示
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
神
埼
市
は
文
字
（
漢

字
）
の
上
陸
地
と
し
て
発
信
し
、
地

域
活
性
化
の
歴
史
遺
産
と
位
置
づ
け

今
後
の
展
開
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、（
１
）
小
中
学
生
や
一

般
人
の
書
道
展
や
大
会
の
開
催
、
ま

た
京
都
清
水
寺
住
職
に
よ
る
そ
の
年

の
世
相
を
表
す
漢
字
一
文
字
が
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
鰐
神
社
で
は
新

年
の
夢
を
あ
ら
わ
す
漢
字
一
文
字

を
書
く
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
。（
２
）『
漢
字
の
日
本
上
陸
伝
承

之
地
記
念
』
の
碑
を
建
立
し
、
広
く

人
々
に
漢
字
の
伝
播
地
と
し
て
周
知

を
図
る
。（
３
）
竹
原
鰐
神
社
を
訪

れ
た
方
々
に
、
王
仁
博
士
に
つ
い
て

の
歴
史
的
意
義
、
活
動
な
ど
を
説
明

す
る
と
同
時
に
、
隣
接
す
る
吉
野
ヶ

里
歴
史
公
園
や
弥
生
時
代
、
神
埼
市

内
の
そ
の
後
の
歴
史
文
化
遺
産
な
ど

広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
場
と
し
て

の
『
学
習
舎
』
の
建
設
と
経
済
交
流

が
出
来
る
『
交
易
の
館
』
の
建
設
。

（
４
）
王
仁
博
士
が
伝
え
た
漢
字
千

字
文
の
一
つ
一
つ
の
漢
字
を
多
く
の

人
に
そ
れ
ぞ
れ
一
文
字
を
筆
で
書
い

て
も
ら
い
、
千
字
文
を
再
現
す
る
記

念
碑
を
建
立
す
る
な
ど
色
々
な
手
法

が
考
え
ら
れ
、
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園

の
展
開
と
と
も
に
神
埼
市
の
地
域
の

活
性
化
が
図
れ
る
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

折
し
も
今
年
1
月
25
日
、
古
川 

康 

知
事
は
佐
賀
県
と
韓
国
全
羅
南

道
と
の
間
に
友
好
協
定
を
締
結
を
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
神
埼
市
が
霊
岩
郡

（
全
羅
南
道
内
に
あ
る
）
と
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
は
佐
賀
県
の
国
際
交

流
の
方
向
と
も
マ
ッ
チ
し
、し
か
も
、

鰐
神
社
に
隣
接
す
る
吉
野
ケ
里
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
（
県
有
地
）
の
一
部
を
借

り
受
け
る
相
談
を
し
て
、
地
域
活
性

化
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
多
く
の

人
た
ち
の
知
恵
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結

集
し
て
事
業
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
熱
い
関
心
と
い
ろ
ん
な

ご
意
見
ご
協
力
と
参
画
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▲霊岩郡からの訪問団が鰐神社を参拝

議
長
、
永
沼
副
議
長
、
各
常
任
委
員

長
（
原
氏
、
宮
島
氏
、
山
田
氏
）
の

５
名
、
神
埼
町
観
光
協
会
か
ら
島
会

長
、
野
口
副
会
長
、
神
埼
郷
土
研
究

会 

の
平
山
会
長
、
宮
地
竹
原
区
長

ほ
か
、
市
執
行
部
か
ら
私
は
じ
め
田

中
副
市
長
、
實
松
教
育
長
ほ
か
各
部

長
９
名
で
意
見
交
換
、
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
王
仁
博
士
を
核
と

し
て
、
相
互
の
交
流
を
深
め
合
う
こ

と
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
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神埼市子育て支援
センターだより

　市では「神埼市子育て支援センタ－事業」を通じ、子育て
支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。
神埼市内にお住まいの子育て中の親子であればどなたでも参
加できます。（対象児：生後６ヶ月からの未就園児）

＊　ひ　だ　ま　り　の　会　＊

※　12月のママサロン　※

と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ 申込締切日

12月

1日（木）

10:00 ～　　
　　11:30

2歳以上児 おもちゃづくり

千代田町保健センター

参加を希望される方は
必ず３日前までにお申
し込みください。
※電話可
月～金曜日（祝日を除く）
9：00 ～ 16：00

8日（木） 全年齢児 おはなしな～に
15日（木） 全年齢児 クリスマス製作
21日（水） 全年齢児 クリスマス会

１月
５日（木） 全年齢児 お正月遊び

12日（木） 2歳以上児 お店屋さんごっこ

と　　き 対　象 内　　　容 ところ 申込締切日
12月13日（火）10:00～11:30 ママ・全年齢児 おしゃべりサロン 千代田町保健センター 予約不要

　◎問い合わせ先
　　神埼市子育て支援センター
　　（千代田町保健センター内）
　　☎44－4908

☆おもちゃづくり☆
12月1日(木)は、2歳以上児対象のおもちゃ
づくりをします。親子で楽しくおもちゃ作
りをしましょう。

☆おはなしな～に☆
12月8日(木)は、ケムケムさんによるお話
会です。おたのしみに～♡

10月6日“運動会”の風
景です。みんな元気いっ
ぱいがんばりました。

☆クリスマス製作☆
12月15日(木)は、クリスマス飾りを作り
ます。何ができるかな？お楽しみに～♡

☆クリスマス会☆
12月21日(水)は、フェリーチェさんによるク
リスマスコンサートをはんぎーホールで行い
ます。素敵なひと時を過ごしましょう。

○家庭教育支援チーム「ほっとサロン」
と　　き ところ

12月
16日（金）『ほっとサロン』

10:00 ～ 15:00
神埼市中央公民館
１階　和室研修室

20日（火） 『あすは　きっと･･･』の会
10:00 ～ 12:00

神埼市中央公民館
２階　和室研修室

「ほっとサロン」とは？
子育てに関わる人たちが自由に集いおしゃ
べりする場です。

◎問い合わせ先　家庭教育支援チーム（神埼市教育委員会　社会教育課内）　☎44－2731

《子育て相談》
子育てについて迷ったり・・・誰でもありますよね。電話や窓
口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談ください。
○とき　月～金曜日（祝日を除く）９：00 ～ 16：00

 ひだまりの会 
♡おしゃべりサロン♡

12月13日（火）は、おしゃべりサロンで
す。お茶を飲みながら楽しくおしゃべりし
ましょう。予約は必要ありません。

　好評の「吉村先生を囲んで座談会」は５月からほぼ毎月開かれています。
日曜日や夜の開催もあり、仕事を持つ保護者の皆さんに喜ばれています。
　子育ての迷いや悩みを臨床心理士の吉村先生の温かいアドバイスで支え
ていただいています。個人面談ではありませんが、少人数での座談会は「今、
聞きたいことが聞ける」貴重な時間となっています。
　次回は１月22日（日）と２月12日（日）、どちらも神埼市中央公民館
で10時からの予定です。
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市
民
発
の
地
域
づ
く
り
紹
介
①

【
地
域
再
生
促
進
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
】

つ
な
が
り
合
い
支
え
合
う

　
　
　

温
か
い
集
落
を
目
指
し
て
！

～
設
立
ま
で
の
な
が
れ
～

　

核
家
族
化
や
少
子
高
齢
社
会
な
ど

社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
私
た

ち
の
住
む
石
井
ヶ
里
地
区
に
お
い
て

も
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
課
題
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
昔
前
に
は
あ
っ
た
、
共
存
共

生
・
思
い
や
り
や
助
け
合
い
の
心
が

薄
れ
、“
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
”
と

い
う
よ
う
な
“
冷
め
た
地
域
社
会
の

空
気
”
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
！
」、「
地
域
と
し
て
の
機
能
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
！
」
と
い
う
危

機
感
を
抱
い
た
石
井
ヶ
里
地
区
の
有

志
10
人
で
、「
地
域
再
生
実
行
委
員

会
」
を
設
立
し
た
の
が
、
平
成
21
年

10
月
の
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
翌
年
度
、
地
区
総
会
で

本
実
行
委
員
会
の
計
画
案
が
了
承
さ

れ
、
新
た
に
“
地
域
再
生
促
進
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
会
”
と
し
て
「
ま
ち

づ
く
り
市
民
活
動
支
援
事
業
」
に
申

請
し
、
事
業
採
択
を
受
け
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

～
わ
た
し
た
ち
の
活
動
～

　

人
が
集
ま
る
、

　
　
　

交
流
・
出
会
い
の
場
を
！

　

地
域
の
人
た
ち
が
一
同
に
集
ま
る

た
め
の
仕
掛
け
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
、
春
夏
冬
の
年
３
回
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
、
テ
ー
マ
は
世
代
間
交
流
や
出
会

い
の
場
づ
く
り
で
す
。

❶春には、「交流レクリエーション大会」
　（グラウンドゴルフやゲーム等）

❷夏には、メインイベント事業として
　「ワイワイにぎやか七夕夏祭り」

❸年末には、締めくくりとして伝統行事を
　生かした「交流しめ縄作り」

夏「七夕夏祭り」

冬「交流しめ縄作り」

春「交流レクリエーション大会」

～
活
動
の
成
果
と
今
後
～

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
団
地

や
新
興
住
宅
地
が
増
加
す
る
中
に

あ
っ
て
も
、
地
域
住
民
の
出
会
い
・

ふ
れ
合
い
の
絆
が
少
し
ず
つ
深
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
代
間
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

継
続
し
て
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
絆

も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
深
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
取
り

組
み
の
成
果
と
し
て
、
お
互
い
を
知

る
こ
と
で
、
地
域
の
安
全
・
安
心
も

守
ら
れ
る
と
い
う
こ
が
分
か
っ
た
こ

と
で
す
。

　

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
交
流

を
重
ね
て
い
け
ば
、『
つ
な
が
り
合

い
支
え
合
う
温
か
い
集
落
』
が
再
生

さ
れ
る
日
は
必
ず
や
っ
て
く
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　平成21年10月に石井ヶ里地区の住民10
人の有志で実行委員会を立ち上げ、地区
イベントを通した石井ヶ里地区の“絆”
の再生と地区の活性化に努めている。

「地域再生促進イベント実行委員会」

会長　　平　田　　　　次

神埼町
石井ヶ里

地区

まずは私たち 法テラスへ！
法テラスは、国の法律に基づき、法的トラブルをかかえた方々に、解決へのきっかけとなる情報やサービスを無料で提供しています。

目の前の問題をどこに相談してよいか分からない方、また法的トラブルかどうか分からない方も、まずは法テラスへお気軽にお問合わせください。

どこに相談
したらいいの？

（平日9：00～17：00）

（平日9：00～21：00　土曜日9：00～17：00）
〒840-0801佐賀市駅前中央1-4-8 太陽生命佐賀ビル3F
http://www.houterasu.or.jp/☎050-3383-5510

☎0570-078374

借金が
かえせません

法テラス佐賀

離婚について
悩んでいます

相続の話し合いが
まとまらない

（総合法律支援法に基づいて設立された法人です。）
コールセンター

犯罪の被害に
あってしまった

弁護士、司法書士の
費用が心配

日本司法支援センター

西友
佐賀店そば

有
料
広
告

有
料
広
告
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11
月
19
日
の
元
気
か
ん
ざ
き
市
民
交
流

祭
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
い
た
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
各

イ
ベ
ン
ト
は
開
催
中
止
と
さ
れ
、
神
埼
市
中

央
公
民
館
内
で
の
催
事
の
み
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
映
写
会

と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に
は
多
数
ご
来
場

い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
震
災
復
興
を

願
う
温
か
い
気
持
ち
が
会
場
に
あ
ふ
れ
、
バ

ザ
ー
の
提
供
品
は
次
々
に
買
い
求
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鍋
と
釜
の
祭
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
食
改
さ
ん
や
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
ご

厚
意
で
大
鍋
料
理
が
「
お
ふ
る
ま
い
」
さ
れ
、

お
も
わ
ぬ
「
神
埼
の
秋
の
味
覚
」
に
、
映
写

会
の
来
場
者
や
バ
ザ
ー
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん

か
ら
は
「
大
変
お
い
し
い
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

大
震
災
復
興
支
援
の

バ
ザ
ー
・
映
写
会
が
盛
況

ふるまいも大忙し

バルーンアート

お
い
し
か
っ
た
よ

いっぱい
食べてね

第
５
回
元
気
か
ん
ざ
き
市
民
交
流
祭

映画の当日券も販売

れ
ま
し
た
。

映画の当日券も販売

震災復興　　
　　バザー

人権週間のキャンペーン


